
通信欄  

 

                                                                                 石田Email  ishida@dix.co.jp 
           お問い合わせ 株式会社ディックス内 経友会事務局 ０３－６３０３－０４７１ 
 

    お手数ながら出欠のご連絡を下記にご記入の上、すぐにそのままＦＡＸにてお知らせ下さい。 
経友会事務局（株）ディックス 内 石田  行 
経友会定例会に（ 出席・欠席 ）します。[どちらかを○で囲んで下さい]  

F A X : 0 3 - 6 3 0 3 - 0 4 7 2 

 
※今後ご案内がご不要の方は右記に○印をお願いします。  経友会案内： 不要  

貴社名                                  お名前                                                                 

ＴＥＬ                                    ＦＡＸ                                                                 

e－mail                                                                                                 

２０１７年７月３日  

2017年７月11日(火）まで 

  経友会 

                                                                                                                                       

  

  会場が変わりましたので、ご確認ください。銀座数寄屋橋交差点 不二家 FUJIYAの看板のビルです。 

  第２１１回定例会のお知らせ 
  

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申しあげます。 
７月の経友会は、日本経済研究センターの伊集院 敦様をお迎え致します。 
朝鮮半島情勢が緊迫の度合いを強めています。 
核実験やミサイル発射などの挑発を繰り返す北朝鮮に、米国のトランプ政権はどう対処するのか。 
影響力がある中国や韓国、ロシアはどう出るのか。そして日本はどうすべきか。 
伊集院様は、ジャーナリストやエコノミストとして長年にわたり朝鮮半島を取材しております。 
今回は各国とのネットワークや現地取材で得た情報をもとに最新情勢について語っていただきます。 
皆様のご参加をお待ちしております。 

 
 

      
      
    

    

日時 ７月１２日（水曜日）  ＰＭ６：００ 受付    ６：２０ 勉強会  ７ ：３０ 交流会   ８：３０ 終了 

  会場 東京都中央区銀座４－２－１２銀座クリスタルビル７階  桃杏樓 ０３－３５６１－７６１０ 

 会費    5,000円   
          http://www.newtokyo.co.jp/tempo/touanrou/ginza/touanrou_ginza.htm 
東京メトロ銀座駅 B10出口 JR有楽町銀座口 
 
  

  
       
      「朝鮮半島 地政学クライシス」  
北朝鮮の核・ミサイル、トランプ政権の発足、韓国の政権交代… 
  トリプル・リスクに直撃された朝鮮半島の現状と行方 
 
      公益社団法人 日本経済研究センター 
   アジア研究本部 首席研究員     伊集院 敦  様 

略歴 
１９８５年 日本経済新聞社入社 
１９９８年 ソウル支局長 
２００２年 政治部次長 
２００７年 中国総局長 
２００９年 アジア部編集委員 
２０１３年 日本経済研究センター主任研究員 
２０１４年 研究本部副本部長、国際アジア研究部長を兼務 
２０１６年 首席研究員 
 この間  米ジョージ・ワシントン大学客員研究員、早稲田大学招聘研究員、 
      中国・天津外国語大学兼職教授などを歴任 
 

主な著書に『金正日「改革」の虚実』、『解剖 北朝鮮リスク』（共著）、 
細川元総理の日記をもとに構成した『内訟録 細川護熙総理大臣日記』（同）など。 
６月末に『朝鮮半島 地政学クライシス』（同、日本経済新聞出版社）を発刊、 
７月半ばには『変わる北東アジアの経済地図』（編著、文眞堂）を発刊予定。  
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